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確率降⽔量

対象降⾬（群） 流出モデル

基本⾼⽔流量

計画⾼⽔流量

洪⽔防御計画

観測⽔位

⽔位流量曲線式
（HQ式）

⾃記⽔位

HQ式を⽤いて⽔位
から換算した流量

（HQ流量）

地上⾬量計（毎正時）

流量観測
低⽔流観︓年36回以上
⾼⽔流観︓なるべく多くの出⽔

⽔位計（毎正時）

 基本⾼⽔流量は流出モデルに対象降⾬をインプットして計算。対
象降⾬は⾃記降⽔量を⽤いて計算。

 流出モデルの定数同定には⾃記降⽔量（実績降⾬）と「HQ式を
⽤いて⽔から換算した流量（HQ流量）」から求める。

 HQ式は観測流量と観測⽔位（⽔位標読み値）から求める。
 HQ式に代⼊する⽔位は⾃記⽔位計により24時間365⽇計測。

実績降⾬（群）

ハイドログラフ（群）

⾃記降⽔量

1/n

引き伸ばし モデル定数同定

流出計算

低⽔時︓可搬型流速計
⾼⽔時︓浮⼦測法

⽔位標

例）洪⽔防御計画の場合

HQ式に⽔位を代⼊

基本⾼⽔流量を合理的に河道、
ダム等に配分

⽔位観測データの活⽤⽬的

観測流量

HQ流量

・HQ式による流量→⽔位
・既往最⾼⽔位以下に計画⾼
⽔位を収める検討

⽔⽂観測の基礎
降⽔量観測
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降⽔量︓ある時間内に地表に降った降⽔の量→時間と量（⽔深）で表現

⾬量観測とは降⽔量観測とは
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（注意）⽇降⽔量について

⽇降⽔量は、現在は24時が⼀⽇の区切り（⽇界）である。

平成7年12⽉31⽇までは午前9時が⽇界であったことに留意が必要。

 1m2の⾯積に降った⽔の⾼さ（⽔深）（mm）で表す。
 『⽔⽂観測データ統計処理要領』（国⼟交通省 ⽔管理・国⼟保全局）では、

以下の諸量について整理することが定められている。
時間降⽔量、⽇降⽔量、⽉降⽔量、年降⽔量、降⽔⽇数、最⼤⽉降⽔量、
最⼤⽇降⽔量、最⼤24時間降⽔量、最⼤3時間降⽔量、最⼤時間降⽔量、
最⼤60分降⽔量

（注意）10分降⽔量について
10分降⽔量は、⽔⽂観測業務規程細則にて、主要な洪⽔及び主要な渇⽔等、

必要に応じ整理することとなっている。

例︓3⽇午前9時から4⽇午前9時までに50mmの⾬を観測 → 3⽇の⽇降⽔量は50mm
（平成8年以降は暦と同じ）

例︓3⽇0時から24時までに50mmの⾬を観測 → 3⽇の⽇降⽔量は50mm

降⽔量観測とは

累加降⽔量
累
加
降
⽔
量

時間降⽔量

(mm) (mm)

︵
正
時
と
正
時
の
間
の
︶

降
⽔
量

降⽔量強度︓ある降⽔が同じ強さで６０分間降り続いたとした時の合計降⽔量
（レーダ⾬量計のデータ）

例︓10分間に5mmの⾬を観測 → その⾬の降⽔量強度は30mm/hr
瞬間値であり、時間降⽔量（積算値）とは必ずしも同等ではないことに留意が必要

ハイエトグラフ︓降⽔量と時間の関係を⽰したグラフ
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ろ水器 

転倒ます 

水準器 

取付脚 

排水筒 

転倒ますストッパ 

受水口(口金) 

ろ過網 大 

ろ過網 小 温度センサ 

電気ヒータ 

外 筒 

★ 本図はヒータ付きを図示しています。 

⾬量計
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転倒マス型⾬量計

＜構造＞
 内径20cmの受⽔⼝を持

ち、ゴミよけの⼆重の⾦
網がついている。

 受⽔器の中にろ⽔器、転
倒ます、リードスイッチ
などが⼊った⾬量計。

 転倒マス1転倒が1パル
ス信号として出⼒される。
１転倒0.5mm，1mmが
ある。
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⾬量計
転倒マス型⾬量計

ヒータ

ヒーター付きのタイプもある。

ヒータ
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ろ水器 

転倒ます 

水準器 

取付脚 

排水筒 

転倒ますストッパ 

受水口（口金） 

ろ過網 大 

ろ過網 小 

不凍液 

温度センサ 

電気ヒータ 

外筒 

＜構造＞
 転倒ます型⾬量計に温⽔による保温装置を設けたもの。
 ２重になった受⽔器の外筒内に不凍液封⼊。
 不凍液はヒータにより5℃±１℃に保つ。
 降⽔量の検出については、転倒ます型⾬量計に準じる。

⾬量計
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温⽔式⾬量計

ヒータ

溢水口 オイル 蓋 口金

風除け

不凍液

ヒータ

転倒ます部

水

いっ⽔式⾬量計溢⽔式⾬量計

6

溢⽔式⾬量計

＜構造＞
 転倒ます型⾬量計の⼆重構造の外筒に封⼊された不凍液

（10℃に保温）により受⽔器内の⽔とオイルを温める。
 降⽔量の検出については、転倒ます型⾬量計に準じる。

ヒータ
＜理想的な地上⾬量計設置環境＞
 遮蔽物となるような⾼い樹⽊や建物が周辺にない。
 地⾯から跳ね返った⾬滴が受⽔⼝内に⼊らないように、⾬量計周辺は短い芝地

とする。
 吹上⾵の影響を受けるため、建物の屋上へは設置しない。

⾬量計設置環境
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⾬量計設置環境
＜現実＞

⾬量計上空を樹⽊が遮蔽。

コンクリート⾯上に設置。

建物の屋上に設置。

＜対策例＞

周辺の樹⽊をこまめに伐採する。

周辺に砂利を敷き詰める。

⾵除け（助炭）を設置する。
（気象庁HPより）
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保守点検

9

 ⽔⽂観測所は、常に良好な状態で観測できるよう、定期的に点検・整備する必要がある。
（基本は⽉1回の定期点検、年1回の総合点検）
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観測所名 中⼟師 吉⽥ ⻑⾕川 久部 宮砥 ⽵⽥ 栢⽊ ⽥尻 波野 鶴崎橋 野尻 中⼾次
⽔系名 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川 ⼤野川
種別 第2種 第1種 第1種 第3種 第2種 第2種 第3種 第3種 第1種 第3種 第3種 第2種 降⽔量(mm) 気温(℃)
標⾼ 239 95 292 226 397 237 624 789 681 14 760 29
融雪機能 なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし なし

2018/1/22 1:00 0.8
2018/1/22 2:00 1.6
2018/1/22 3:00 1.6
2018/1/22 4:00 1.9
2018/1/22 5:00 2.1
2018/1/22 6:00 2.5
2018/1/22 7:00 2 2 1 1 1 1 1 2 1 0.5 2.7
2018/1/22 8:00 3 2 2 3 2 2 2 2 4 2 2.9
2018/1/22 9:00 4 4 4 4 1 4 3 4 3.5 2.1

2018/1/22 10:00 5 7 3 4 2 5 5 5 0.1
2018/1/22 11:00 3 4 3 3 1 4 4 3.5 0.2
2018/1/22 12:00 2 3 1  2 3 2 0.4
2018/1/22 13:00 1 2 2 2 1 1 0.9
2018/1/22 14:00 1 2 2 1 1.3
2018/1/22 15:00 2 1 2 1.5
2018/1/22 16:00 1 1 1 2
2018/1/22 17:00 1 2 2.4
2018/1/22 18:00 1.4
2018/1/22 19:00 0.9
2018/1/22 20:00 1 1 -0.3
2018/1/22 21:00 -0.1
2018/1/22 22:00 0.6
2018/1/22 23:00 -0.1
2018/1/23 0:00 1 -0.6
2018/1/23 1:00 1.8
2018/1/23 2:00 3.5
2018/1/23 3:00 1 3.6
2018/1/23 4:00 1 1 1 3.3
2018/1/23 5:00 1 1 3.1
2018/1/23 6:00 1 1 2 5.2
2018/1/23 7:00 1 1 1 4.6
2018/1/23 8:00 1 4.6
2018/1/23 9:00 1 1 5.4

2018/1/23 10:00 1 1 1 5.7
2018/1/23 11:00 1 1 1 1 1 5.9
2018/1/23 12:00 1 1 1 1 7.3
2018/1/23 13:00 1 1 2 1 5.9
2018/1/23 14:00 2 1 6
2018/1/23 15:00 1 1 5.8
2018/1/23 16:00 1 1 5.3
2018/1/23 17:00 3.9
2018/1/23 18:00 2.5
2018/1/23 19:00 1.5
2018/1/23 20:00 0.9
2018/1/23 21:00 0.4
2018/1/23 22:00 0.2
2018/1/23 23:00 -0.2
2018/1/24 0:00 -0.2

気象庁
⽵⽥

261

凍結・融解
 気温の低いときに降った⾬が受⽔器内で凍結する。
 後⽇、気温が上昇した時に溶けて、⾬が降っていないの

に降⽔が記録される。

：凍結と考えられる時間 ：融解と考えられる時間

※気象庁観測所
は融雪機能付き。

2018/1/22 10:00

2018/1/23 11:00
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⽔⽂観測の基礎
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⽔位︓⽔⾯の⾼さを基準⾯から測ったもの。

 ⽔位標の０mのところを⽔準基準⾯から測って求めた⾼さを零点⾼という。

⽔位観測とは⽔位観測とは

1

 ⽔位は原則として東京湾平均海⾯（T.P.）を基準として測る。
 上流から下流あるいは隣接観測所間での⽔位の相互関係を明らかにするため、⽔位を

基準⾯からの値にする。
 東京湾平均海⾯の他に特殊基準⾯として、

Y.P.（利根川および⽀流︓江⼾川河⼝堀江量⽔標零位）、
A.P.（荒川・多摩川︓隅⽥川河⼝霊岸島量⽔量⽔位）、
O.P.（淀川︓⼤阪湾最低潮位）
が使われている。

⽔位の基準⾯⽔位観測とは

2

⽔位観測とは
⽔位観測所は、⽔系全体からみた適正な観測網を考慮して、河川等の計画及び管理上重要

な地点（次に⽰す）に配置する。
●河川及び砂防計画・⽔資源開発計画のための基準点として、永続観測が必要な地点
●洪⽔予報や⽔防警報等のために必要な地点
●河川の流出特性を把握する上で重要な地点

⽔位観測所の配置密度は河川特性や背後地の⼈⼝・資産等により、流域毎に異なる。

3

防災情報体系

4

※ ※ ※

※ ⽔防法
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河川の⽔位等と基準⽔位や住宅地の⾼さとの関係を表⽰
降⽔量・⽔位・流量

※市町村向け「川の防災情報」の画⾯例

「川の防災情報」による情報提供の例②「川の防災情報」による情報提供の例

5

⽔位標(量⽔標）⽔位標(量⽔標)

6

H鋼に設置 橋脚に貼り付け

護岸に貼り付け

 ⽬視により⽔⾯位置の⽬盛を読む。
 点検時に⾃記⽔位計の⽔位を⽔位

標の読み値に合うように補正する。

 河川⽔位は波浪の影響を受ける。⽔位標を読む場合は、波が少ないときでも、30秒程度は連続
して⽬視する。

 波が⼤きい場合、60秒程度連続的に注視し、変動の上限、下限を読み取り、その平均を取る。

⽔位標(量⽔標)による観測

7

ウェイトフロート

フロート式⽔位計(⽔研62型)
 観測井内のフロートの動きから⽔⾯を計測する。

局舎外観

観測⼩屋内部

フロート⽤
ワイヤ

フロート式
⽔位計

（記録部）

観測井

8

永久磁⽯を内蔵したフロートが⽔位の変化に応じて上下し、
測定柱内に収納されているリードスイッチ(1cm間隔に配置)
を磁⽯により導通状態にする。そのONの位置を検知するこ
とで⽔位を測定する。

磁 石

リードスイッチ

各
1
cm

ヘッド部（端子部及び避雷器）

ストレーナ

河川水が入る

設置例

リードスイッチ式⽔位計リードスイッチ式⽔位計

9

ダイヤフラムに半導体ひずみゲージを形成したものにシリコンオイルを通じて圧⼒を加え、
その変位量(ひずみ)を利⽤して電気信号に変換する。
ダイヤフラムの材質には、⾮⾦属ではシリコン、セラミック、⾦属ではチタン、ハステロイ
などが⽤いられる。

絶対圧⽔位計（ベントチューブなし）
⽔位測定には⼤気圧補正⽤センサが別途必要圧⼒式⽔位計（ベントチューブ付

き）

圧⼒式⽔位計圧⼒式⽔位計

10

（株）拓和HPより
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⽔晶振動⼦に⽔圧(ベローズを介して)を印加すると共振周波数が変化する。その周波数信号
から⽔位に変換する。
この形状のものは、⽔圧と同時に⼤気圧を別のベローズで機械的または電気的に計測して差
し引くので⽔圧変化のみの計測が可能である。

ベロー
ズ

シリコンオ
イル⼊り
チューブ

内部構造

⽔晶式⽔位計圧⼒式⽔位計（⽔晶式⽔位計）

11

⽔晶式⽔位計圧⼒式⽔位計

12

設置例

超⾳波式⽔位計超⾳波式⽔位計

※ 空気中の超⾳波の速度は温度により変化するため温度補正が必要となる。

 送受波器から発射した超⾳波が⽔⾯で反射して戻ってくるまでの時間から⽔位を
計測する。

送受波器

温度計感部

13

電波式⽔位計電波⽔位計

14

レベル
⽔⾯

河床

取付け
⾼さ

 送受波器から発射したマイクロ波が⽔⾯で反射して戻ってくるまでの時間から⽔
位を計測する。

 超⾳波⽔位計と異なり、温度の影響を受けないため、温度補正の必要がない。

⾃記⽔位計による観測

⾃記⽔位計により計測した⽔位は、波浪の影響を除去するために、ある⼀定
時間にサンプリングされた⽔位瞬時計測値群を対象として、その⼀定時間で平
均した値を⽔位観測値として記録するものとする。

＜標準＞

⾃記⽔位計のうち、デジタルに⽔位を表⽰・記録する装置の場合、瞬時の⽔
位観測値のサンプリング間隔や平均値を算定するための観測対象時間は、出⽔
特性を考慮した上で波浪等の周期性を排除できるサンプリング間隔・平均⼿法
を検討することが望ましい。

ただし、その検討が⾏われていない段階では、瞬時の⽔位観測値のサンプリ
ング間隔を1秒、平均時間を全体で20秒以上、と設定してよい。

＜標準＞

『国⼟交通省 河川砂防技術基準 調査編』より抜粋

15 16

⽔位計機種別⽐較表

注1:測定精度は、FS0.02%以内で他の⽔位計と⼀桁違う精度。
注2:超⾳波式は、気温や⾵等の影響を受ける。
注3:橋梁等の河川を横断する構造物上に設置されている場合は、対応可能。
注4:⽔⾯上からの計測の為、全く流れの阻害にはならない。
注5:既設の量⽔標（H型鋼）や構造物がなければ、新たにH型鋼を打設する必要がある。

⽔研62型
リード

スイッチ式
半導体式 ⽔晶式 超⾳波式 電波式

精度 〇 〇 〇 ◎（注1） △（注2） 〇 設置⽬的などにより選定
耐候性 〇 〇 〇 〇 〇 〇

流れの変化
への対応

× △ 〇 〇 △（注3） △（注3） 設置前に河道状況を把握

操作性 〇 〇 〇 〇 〇 〇
維持管理 △ △ 〇 〇 〇 〇
施⼯性 × △ 〇 〇 △ △

流れの阻害 × △ 〇 〇 ◎（注4） ◎（注4）
経済性 × △（注5） 〇 〇 〇 〇 測定範囲に左右される

堆積⼟砂
への対応

× × △ 〇 〇 〇 メンテナンスである程度回避

景観 × △ 〇 〇 △ △
測定範囲 〇 △ 〇 ◎ △ △

フロート位置検出⽅式 ⽔圧検出⽅式 ⾮接触⽅式
摘 要
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保守点検
 ⽔⽂観測所は、常に良好な状態で観測できるよう、定期的に点検・整備する必要がある。

（基本は⽉1回の定期点検、年1回の総合点検）

17 18

⽔位計の⼆重化

カテゴリー1の観測において、河川計画・管理、危機管理上重要な観測所においては、
データの⽋測を極⼒防⽌し、整合性のあるデータを極⼒継続して取得するため、必要に
応じて観測システム（センサ及び記録部）の⼆重化を図ることが望ましい。

センサの⼆重化を図る場合には、設置地点は、同⼀地点、少なくとも同⼀横断⾯内を
原則とする。やむを得ず、縦断⽅向に位置がずれる場合には、相互の⽔位関係を把握し、
⽔位の相関を確認しておくこととする。

また、⾃記⽔位計の機種は異機種を原則とする。
なお、主⽔位計と副⽔位計の切り替えを⾏う場合には、切り替えの基準を明確にして

おくこととする。

＜標準＞

『国⼟交通省 河川砂防技術基準 調査編』より抜粋
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水
位

• 主・副⽔位計は同⼀断⾯内に設定。
• 主⽔位計は⽔晶式、副⽔位計はリードスイッチ式。

• 主・副⽔位計は縦断⽅向に約120m離れている。
• 主⽔位計は⽔晶式、副⽔位計は超⾳波式。

令和元年10⽉

⼀般財団法⼈ 河川情報センター
審議役 栗城 稔

⽔⽂観測の基礎
流量観測・HQ曲線の作成

第25回 河川情報取扱技術研修

流量︓ある断⾯を1秒間に通過する⽔の量

1秒後の断面ある断⾯

流量 Q ＝ 断⾯積 A × 流速 Ｖ
(ｍ3／秒) （ｍ2） （ｍ／秒）

名称 測定対象 ⼿法
⾊素投⼊法 表⾯流速 トレーサー

電波流速計測法 表⾯流速 ⾮接触型
画像処理流速計測法 表⾯流速 ⾮接触型

回転式流速計測法（プライス式等） 点流速 接触型
可搬式電磁流速計法 点流速 接触型

浮⼦測法 平均流速 接触型
超⾳波流速計測法 ⽔平⾯内平均流速 接触型

流速プロファイラー（ADCP）測法 断⾯内流速分布 接触型
開⽔路電磁流速計測法 平均流速 接触型

堰測法 流量 ⽔理構造物法

流
量
計
測
法
の
種
類

流量とは

水位と流量の観測

・流量観測は時間的に連続した観測を行うことが困難で
ある（流量観測は測量）。

・観測された流量とその時点の河川水位との関係を求め、
この関係式を用いてその時刻の水位に対応する流量に
変換する。

・流量観測では、「流量」と「水位」を同時に観測する。

流量観測の種類

観測方式

・可搬式流速計による流量観測

・浮子による流量観測

河川の流量規模

・こう水流量以外の流量観測（低水流量観測）

・こう水流量観測（高水流量観測）
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主な河川流量観測方法と測定機器
①回転式流速計・・・・・機械式回転軸の回転翼を回転させ、接点パルス
を
（点流速） 出力する流速計

a.スクリュー式
b.バケット式
c.プロペラ式

②電磁式流速計・・・・・電磁誘導の原理を用いた流速計
（点流速） ファラデーの電磁誘導の法則を利用し、磁場内

の流れで発生する起電力から流速を求める
e=BIV(B：磁束密度、I：電極間距離、V：流速)

③浮子測法・・・・・・・・・直線上の一定区間を浮子の流下時間から流速を
（平均流速） 求める

④電波式流速計・・・・・・ドップラー効果の原理を用いた流速計
（表面流速）

⑤超音波流速計・・・・・時間差を用いた流速計
（水平面内平均流速）

⑥流速プロファイラー（ADCP)流速計・・・超音波ドップラー多層流向流速
計
（断面内流速分布）

流量観測の回数

・低水流量観測

原則として、年36回以上観測する。

・高水流量観測

①観測は原則として毎時観測とする。

②観測は出水中の全期間（水位の上昇時～

最高水位時～減水時）にわたって実施する。

③水位流量曲線上で観測値が不足する水位

付近はつとめて観測するようにする。

低水流観（測定は、水深は往・復の２回、流速は復路で2回）

 測定時間は１回２０秒以上。秒数は１/１０秒とする。

（精密法は、１回の測定時間は６０秒以上）

水深測線

流速測線

流速は復路で２回実施（１回20秒以上）

測定は、６割水深又は２割と８割水深
水深は横から㎝単位で

水深は往路と復路の２回実施

水深記入
（往・復２回）

流速記入
（復路2回）

可搬式流速計による流量観測

流速と横断面（水深）を測る。

流速を測る 水深を測る
「絵でみる水文観測」中部地方建設局より

橋を使う徒渉で行う

検定について
原則として、流速計は１年に１回の検定を行う。

V=αN＋β

このαとβを
求め、誤差
5%以下を満

足する試験
点が、連続
して 10 点
以上である
範囲を適用
範囲とする。

（V:流速 N：毎秒回転数 α、β：定数

可搬式流速計による流量観測の手順

①目盛り付ワイヤー、間縄、巻き尺を水面に垂れない
ように緊張して張る。

②基準水位標の水位を測定し、観測時刻とともに野帳
に記入する。

③水深測定を実施する。

④流速測定を実施する。

写真：関東地方整備局 利根川上流河川事務所

⑤測定を終えたら、再び
水位・時刻の測定を実施
する。
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⑥測定後、直ちに現場で流量計算を行い、水位流量曲
線図にプロットする。過去の水位流量曲線から10％以上
離れた場合、その原因が不明であれば再度測定する。

区分断面流量 Ｑｉ＝（v１＋v２）・（a1+a2）／2

測線配置の設定

水面幅に応じて、下の表により水深測線と流速測
線の間隔および位置を設定する。

「河川砂防技術基準 調査編」より

流速の鉛直方向の測点

• 流速測線では2点法（水
深の2割、8割の位置）で、

可搬式流速計を水中に保
持して流速を測る。それ
を算術平均してその測線
上の流速とする。

• 水深が浅ければ水面から
の１点法（6割の位置）
で測る。

「絵でみる水文観測」中部地方建設局より

・流速測定は各測点で続けて2回行う。水深測量は往復2
回行う（測線位置が変わらないように留意）。

・流速計の機種により適用流速範囲があるので、それを
大きく超えて使用しない。

・ワイヤーを張る場合、目印を付けるなど、プレジャーボー
ト等の安全対策を講じる。

47

野帳（例）

浮子による流量観測

• 浮子を橋などから投下し、計測区間を通過する時間
をストップウォッチ等で測る。

• その区間の距離を浮子通過時間で割り、浮子の流下
する速度を算出する。

流 下 時 間

浮
子
投
下
合
図

浮子
通過

合図
浮子
通過

計測

浮
子

横 ×

浮子の流下速度＝距離÷流下時間

【重要な視点】
洪水を上昇～ピーク～下降迄連続流観できれば、

H-Q式の精度は格段に向上する
浮子流下速度 × 更正係数 ＝ 更正流速

OK
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浮子観測と測線数の標準

（b）緊急やむをえない場合

（a）水面幅と浮子流速測線間隔の標準

流観の基本はa観測, ｂは危険など止むを得ない場合のみ

浮子表

水面幅 20m 未満 20m～100m 100ｍ～200m 200m 以上

測線数 5本 10 15 20

水面幅 50m
以下

50～
100ｍ

100～
200ｍ

200～
400ｍ

400～
800m

800m
以上

測線数 ３本 ４ ５ ６ ７ 8
流速は区分断面に区分して
各々測る。

横断方向の流速分布は一様
ではない。

水面幅に応じて、浮子で流速
を測る測線数を決定する。

浮子による流観の手順

①水位測定：基準水位標において水位を測定する。 各
測線における浮子の番号（吃水）を決める。

②浮子の配置：水深に応じた浮子を浮子投下位置に配
置する。

③水位測定：合図により同時に基準量水標、第1、第2見
通断面水位標の水位を測定する。

④浮子投下：鉛直に水中に、また、上下振動を少なくす
るように浮子を投下する。

⑤浮子の第1見通断面通過確認：浮子が第1見通断面を

通過すると同時に見通員は合図を行い、流下時間の測
定を開始する。

⑥浮子の流下状況：浮子が滞留したり、流下経路が想
定した経路から著しく離れた場合は、再度浮子投下を行
う。

⑦浮子の第2見通断面通過確認：浮子が第2見通断面を

通過した場合は、確認の合図と浮子の流下時間の測定
を行う。

⑧水位測定：最後の測線の流速測定が終わったとき、基
準水位標、第1、第2見通断面水位標の水位を同時に測
定する。

高水流量観測の浮子と更生係数

吃水は、最下面から水面迄の
長さ

浮子の選定基準と更生係数

表面浮子 棒面浮子 吃水1.0m棒浮子 吃水0.5m

棒浮子 吃水2.0m 発光体

番号 １ ２ ３ ４ ５

水 深 m 0.7以下 0.7～1.3 1.3～2.6 2.6～5.2 5.2以上

吃 水 m 表面浮子 0.5 1.0 2.0 4.0

更生係数 0.85 0.88 0.91 0.94 0.96

浮子流下速度 × 更正係数 ＝ 更正流速

吃水

■流量観測野帳（例） ■流量計算書（浮子）
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①流量計算書の時刻は流量観測の始めの時刻と終わりの時
刻を平均して観測時刻とする。

②基準水位、第1断面水位、第2断面水位も始めの水位と終わ
りの水位を平均して観測水位を決める。

③現地で観測した測線ごとの流下時間から流下速度を求める。

④浮子のきっ水ごとの更正係数をかけて更正速度を求める。

⑤区分断面積は第１断面と第２断面の区分断面積と平均して
求める。それぞれの断面積は、横断測量成果と断面ごとの水
位から求める。

⑥更正流速と平均区分断面積をかけて区分流量を求める。

Q＝Σ(更正係数αi ×浮子流下速度Vi ×区分断面積Ai )

■断面測定

浮子による流量観測の場合、高水時に川に入れないので
高水前・後に別途断面測量を行う。
断面測量は、基準断面・第1断面・第2断面で行う。

「絵でみる水文観測」中部地方建設局より

観測計画の留意点

・観測は極力水位上昇期か
ら下降期までまんべんなく
行う。

・前年の観測で空白となっ
ている水位（特に中小洪
水）は極力観測する。

「絵でみる水文観測」中部地方建設局より

安全講習会 安全ミーティング、装備の点検

作業看板の設置

写真：関東地方整備局 利根川上流河川事務所

誘導員の配置

安 全 管 理

水位流量曲線の作成

観測流量から計算流量へ

観測流量
（前年の10月から翌年の
３月までの流観の結果）

観
測
流
量
表

時刻流量

時刻水位

水位

ＨＱ
関係

流量
Ｑ

Ｈ

毎時の流量（計算流量）を求める
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水位流量曲線式（HQ式）

Q

HQ曲線略図

Ｈ

HQ関係は、手で包絡線を描くことによっても得られるが、主観
を排除するためと、換算を容易にするために、曲線式とする。
水位流量曲線式は普通 Q＝a(H+b)2

の形が使われる。
ここで、a、bは流量観測によって決まる定数。
通常、水位Hを縦軸に流量Qを横軸にとる。

水位流量曲線式の作り方
水位流量曲線式は最小自乗法により求める。最小自乗法とは、プロッ
トされた全ての点からのズレの2乗和が最も小さくなる回帰線を求める
方法である。QはHの2次式なので、√QとHの関係は１次式となることを
利用し、直線回帰式を求める。ただし、Hと√Qの軸が逆転していること
に留意すること。

Ｈ

√QH√Q図

の2乗の和が最も小さく
なる直線を見つける。

水位流量曲線式の作り方

最小自乗法の正規式により、まず, 以下の a’ と b’ を求める。[ ] は
各観測値の和を表す。

Q＝a’
2
(H + b’/a’)

2

として、HQ式が求まる。

HQ曲線の適用（適用水位）

• 縦軸にHを、横軸に√Q
をプロットして全体の
プロットが一直線にの
れば適用する水位を分
けなくてもいいが、も
しH‐√Q のプロット
が折れるようなら、上
部（中・高水部）と下
部（低水部）との２本
に分ける。

H

√Q

折れ点

•HQ曲線は、原則として外挿はできない。流量観測の最高水位が6m
なら、適用は6mまでとしておく。

水位流量曲線の作成（実習）

観測流量表
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今回の水位流量曲線作成の注意点

•今回、用いる流量観測は仮の値であり実測値では無い。

•年間番号7～14は低水観測のデータ

•年間番号1～6、15は高水観測のデータ

•低水用と高水用の2本の水位流量曲線を作成する。

•低水用の水位流量曲線を曲線（Ⅰ）とする。

•高水用の水位流量曲線を曲線（Ⅱ）とする。

曲線（Ⅰ）の計算 水位流量曲線計算書（その1）

曲線（Ⅰ）の計算 水位流量曲線計算書（その1）

Ｈの合計 Ｈ2の合計 Ｑの合計 √Ｑの合計 Ｈ√Ｑの合計

曲線（Ⅰ）の計算 水位流量曲線計算書（その2）

曲線（Ⅰ）の計算 水位流量曲線計算書（その2） 曲線（Ⅰ）の計算

観測流量表および水位流量計算書により

曲線（Ⅰ）式は、

Q＝45.85（H－1.68）2

となる。

※高水用の曲線（Ⅱ）も同様に水位流量曲線計算書を用いて計算する。
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交点（曲線分離点）の計算

※各曲線（Ⅰ）と（Ⅱ）を√Q式に換算する。 ※√Q式の交点を算出する。

適用水位の設定

• 交点計算により、曲線（Ⅰ）と曲線（Ⅱ）の適用水位は、水位
2.51ｍで分離することがわかる。

適用水位

曲線（Ⅰ） 2.18ｍ～2.51ｍ

曲線（Ⅱ） 2.52ｍ～9.58ｍ

※適用水位の下限値と上限値は、観測流量表水位の最低値と最高値から。

曲線式のとりまとめ 水位流量曲線計算書（その3）

※各曲線式に対応する、適用期間と適用水位をとりまとめる。

水位流量曲線の作成（HQ図）

水位流量曲線の作成（H√Q図）

精度管理方法
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横断面～流速･流量図による検証

異常値

一般に、水深の深い測線では流速は大きく、水深の浅い測線では流速は小さい。

そこで、横断面～流速･流量図で、流速、流量が妥当か検討することができる。

H‐A図による河床変動の確認

水位と流量の関係は、一般に出水により河床変動を生じた
時期を境として変化する。

このため、水位流量曲線は、河床変動が生じた時期を境に
して、それぞれの期間毎に作成されなければならない。

河床変動の有無を横断図で確認するために、HA図を作り、

出水前と出水後のデータが２本のグループに分かれていな
いか調べる。

水位（Ｈ）

断面積（A）

出水前のデータ

出水後のデータ

出水を境にHAの分布が２本に分かれていたならば、河床変

動が起きているため、出水前後で水位流量曲線の適用期間
の分離が行われているか確認する。

HA図


